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本日ご議論頂きたい事項

 2020年10月の第13回ERAB検討会において、アグリゲーションビジネスにかかる主な課題・要
望の整理、また、需要家側リソース（DSR）や分散型エネルギーリソース（DER）を束ねて需要
制御や逆潮流を提供するアグリゲーションビジネスの発展を促進するため、ERAB検討会の役割を、
①制度検討への貢献、②技術的な課題克服の支援、③情報分析・発信の実施と整理した。

 本日は、昨年10月から現時点までのアグリゲーションビジネスにかかる課題・要望への対応状況
を報告させていただくとともに、新たな課題・要望等があるか、ご議論いただきたい。

 ①制度検討への貢献については、供給力（kWh）不足に対応する長期間のディマンドリスポン
ス（DR）が期待されており、当該DRの評価方法の考え方について広域機関と連携して検討し
ており、本件についてご議論いただきたい。

 また、2021年度冬季の供給力不足への対応としてDRの活用も検討されており、7月12日に開
催された第37回電力・ガス基本政策小委員会での議論内容について、ご報告する。

 ②技術的課題の克服については、2021年度より「蓄電池等の分散型エネルギーリソースを活用
した次世代技術構築実証」を開始したところであるが、今年度の事業概要を報告させていただくと
ともに、来年度以降の考え方についてご議論いただきたい。

 ③情報分析・発信については、各電力市場においてDSR・DERを如何に活用することができるか、
DSR・DERのポテンシャル評価を実施し、そのポテンシャルを最大限活用するための方策を検討し
ていくことが、アグリゲーションビジネスの発展のために必要であると考えられる。このため、DSR・
DERのポテンシャル評価方法と普及・広報の進め方についてご議論いただきたい。
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アグリゲーションビジネスにかかる
主な課題・要望への対応状況
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アグリゲーションビジネスにかかる課題・要望への対応状況

 第13回ERAB検討会で整理された課題・要望のうち、多くは一定の進捗があるものの、未対応の課
題・要望について引き続き関係機関等と連携し検討を進めていく。

 また、下記に関連する新たな課題・要望等はあるか。

市場 課題・要望
※第13回ERAB検討会での整理から、一部項目の記載箇所を修正

対応状況 参考

需給調
整市場

【三次①②】①需要家リスト・パターンの多様化
②商品ブロック時間の多様化
③事前審査要件の緩和

①当初予定の10パターンから20パターンに拡大
②三次②の運用状況等を踏まえ今後検討
③ 〃

参考1

【一次・二次①②】①蓄電池等のDSR・DERの参加
②DSR・DERと中給との接続方法の整理

①参加できるように広域機関で要件整理中
②一次はオフライン枠（詳細検討中）、二次は専用線接続

参考2
参考3

【その他】①高圧逆潮流アグリの参入
②低圧リソースの参入

①2023年度以降の参入を目指し検討中
②今年度実証において事前審査・アセスメント方法等も
含めて検証を予定

参考4
参考5

容量市
場

発動指令電源へのアグリ参入の推進 アグリゲーターによる落札実績あり
発動指令電源の調達上限の拡大（2025年度向け）

参考6
参考7

調整力
公募

逆潮流アグリゲーションの参入 電源Ⅰ’にて2022年度から逆潮流アグリ参加可能 参考8

卸電力
市場

再エネアグリゲーションの推進 今年度実証において再エネアグリの技術実証等を予定 参考9

非化石
価値

アグリゲーションされたFIP非化石価値の取扱い整理 FIP非化石価値（非FIT非化石証書）をアグリゲー
ターが取り扱えるかどうかについて、今年度中に整理予定

参考10

その他 ①アグリライセンス要件
②FIP電源と他電源の同一BG組成の許容
③FITからFIPへの移行の許容
④大規模蓄電事業の位置づけ
⑤機器個別計量の適用拡大

①規模要件やセキュリティ等の要件を整理済み（構築小委）
②同一BG組成を許容と整理済み（大量小委）
③FITからFIPへの移行を許容と整理済み（大量小委）
④位置づけ等整理を開始（電ガ基本政策小委等）
⑤特定計量の要件は整理済み（特定計量委員会）

参考11
参考12
参考13
参考14
参考15
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【参考】事業者の見解等を踏まえたアグリゲーションビジネスにかかる主な課題・要望

市場 課題 どこで検討を行うか

需給調整
市場

多様なリソースを柔軟に活用する観点から、以下のような課題がある。
＜三次②＞※三次①も、審査要件等は異なるが同様の課題

① 需要家リスト・パターン登録方法の多様化・柔軟化
② 商品ブロック継続時間（3時間）の多様化・柔軟化
③ 事前審査要件の一部見直し（5分単位の応動実績が、応札を予定

しているΔkWの±10%の許容範囲に収まること）
＜一次・二次＞
① 系統用大型蓄電池の充放電機能を活用した市場参加
② 海外事例や実証事業等での技術的検証を踏まえた上で、家庭用蓄

電池等の低圧分散型リソースの逆潮流アグリゲーションの参入
③ 分散型リソースの中給との接続方法の整理
＜全般＞
① 高圧逆潮流アグリゲーションの参入（電源Ⅰ’への参入後の検討）

制度検討作業部会
需給調整小委

需給調整市場は、ゲートクローズ後の需給ギャップ補填、30分未満の需給変動への対応、周波数維持のための調整力（ΔkW価値＋kWh価値）を
取引する市場であり、一般送配電事業者が、周波数を維持し安定供給を実現するために極めて重要な役割を担っている。
こういった調整力を市場において取引することにより、競争が促進され、調達コストの低減、調達の透明性、公平性がより増すことが期待されている。

 制御量評価WGにおける事業者発表や議論を基に、アグリゲーションビジネスの参入が期待され
る各市場の目的・役割を踏まえて、課題を整理した。

 一方で、これらの課題への対応を検討するにあたっては、各市場へのアグリゲーションビジネスの参
入状況や運用状況を踏まえた上で、また広域機関や一般送配電事業者において現状進められ
ているシステム改修や業務負荷等も踏まえつつ、現実的に対応可能な方針を定めることが重要。
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出所）2020年10月21日 第13回ERAB検討会 資料3-1



【参考】事業者の見解等を踏まえたアグリゲーションビジネスにかかる主な課題・要望（続き）

市場 課題 どこで検討を行うか

容量市場 発動指令電源へのアグリゲーターの参入促進 ERAB検討会

調整力公募 電源Ⅰ’への高圧逆潮流アグリゲーションの参入（2022年
度から参入可能となる予定）

制度設計専門会合

卸電力市場 再エネアグリゲーションの促進等に向けた時間前市場の活性
化

電ガ基本政策小委
制度設計専門会合

非化石市場 アグリゲーションされたFIP電源の非化石価値の取り扱い 制度検討作業部会

その他全般 ① アグリゲーターライセンスの要件及び規律の明確化
② FIP電源と他の電源等で同一BGを組むことの許容
③ FITからFIPへの移行の許容
④ 大規模蓄電事業の電気事業法、託送約款等における

位置づけの明確化
⑤ 機器個別計量の適用拡大

①構築小委
②大量小委・主力化小委
電ガ基本政策小委

③大量小委・主力化小委
調達価格等算定委

④ERAB検討会、電ガ基本政策小委、
構築小委、電力安全小委 等
（課題及び検討の場を今後整理）

⑤特定計量委員会
制度検討作業部会
需給調整小委

将来の供給力をあらかじめ確実に確保すること、またそれにより電力取引価格の安定化を実現し、電気事業者
の安定した事業運営や電気料金の安定化などの消費者メリットをもたらすことを目的としている。

一般送配電事業者が、周波数制御・需給バランス調整を行うための電源等を確保することを目的としている。

事業者の供給量と需要量の季節毎・時間毎に起こる電力の過不足を調達するための取引を行うこと
を目的としている。

非化石価値を顕在化し、取引を可能とすることで、小売電気事業者の非化石電源調達目標の達成を後押しする
とともに、需要家にとっての選択肢を拡大しつつ、FIT制度による国民負担の軽減に資することを目的としている。
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出所）2020年10月21日 第13回ERAB検討会 資料3-1
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【参考1】 需要家リスト・パターンの多様化

 需給調整市場において、１事業者あたりの需要家パターン数は10パターンから20パ
ターンに変更されることとなっている。

 三次①においては、事前予測型の基準値を採用する場合と直前計測型の基準値を
採用する場合のそれぞれに20パターンまで登録が可能となる（1事業者が最大で40
パターンの登録が可能）。

出所）2020年12月11日 広域機関 需給調整市場検討小委員会 資料4
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【参考2】 蓄電池等DSR・DERの需給調整市場への参加

 需給調整市場検討小委員会において、一次調整力への蓄電池等のDSR・DERの
参入や、一次・二次①へのアグリゲーションによる参入を許容することについて、要件整
理が進められている。

出所）2021年6月23日 広域機関 第24回需給調整市場検討小委員会 資料2（赤枠部追記）
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【参考3】DSR・DERと中給の接続方法の整理

 需給調整市場において、一次・二次調整力ともに中給とのオンライン接続が基本である
が、一次調整力についてはオフラインでの参入も可能であり、事後の実績データ提出の
取扱い等の検討が進められている。

出所）2021年6月23日 広域機関 第24回需給調整市場検討小委員会 資料2（赤枠部追記）



10

【参考4】高圧逆潮流アグリの需給調整市場への参入

出所）第22回需給調整市場検討小委員会（2021年3月30日）資料3（赤枠部追加）

 高圧リソースからの逆潮流アグリゲーションは、2023年度以降に需給調整市場への
参入を目指し、検討が進められている。



【参考5】低圧リソースの需給調整市場への参入に向けた検討

 今年度の実証において、低圧リソースからの調整力提供に関する事前審査・アセスメント
方法等も含めて、検証を実施する予定。
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＜令和3年度 蓄電池等の分散型エネルギーリソースを活用した次世代技術構築実証事業の概要＞
※本日の資料6にて詳細ご説明
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【参考6】発動指令電源へのアグリ参入の推進①

出所）2020年9月14日 広域機関
容量市場メインオークション約定結果 （対象実需給年度：2024年度）

 容量市場の初回メインオークション（2024年度が実需給年度）においては、
415万kWの発動指令電源（アグリゲーターによる落札）が約定。
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【参考7】発動指令電源へのアグリ参入の推進②

 2025年度向けオークションにおいては、メインオークションでの発動指令電源の調達量
（上限3%）に加え、追加オークションにおいて上限1%の調達を行うこととし、全体と
して調達上限を4%に拡大する予定。

出所）2021年3月26日 第48回 制度検討作業部会 資料３（赤枠部追記）出所）2021年3月1日 第47回制度検討作業部会 資料3（赤枠部追記）



14

【参考8】逆潮流アグリゲーションの電源Ⅰ’への参入に向けた検討

出所）2021年1月25日 第54回制度設計専門会合 資料3

 高圧リソースからの逆潮流アグリゲーションの電源Ⅰ’への参入は2022年度向けから可
能となる予定。
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【参考9】再エネアグリゲーションの推進

 本年度実証において、再エネアグリゲーションに関わる技術検証を実施。

＜令和3年度 蓄電池等の分散型エネルギーリソースを活用した次世代技術構築実証事業の概要＞（再掲）
※本日の資料6にて詳細ご説明
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【参考10】アグリゲーションされたFIP非化石価値の取扱い整理

出所）2021年1月13日 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（第23回）
再生可能エネルギー主力電源化制度改革小委員会（第11回）合同会議 資料１

 FIP電源による非化石価値は、非FIT非化石証書(再エネ指定)とする整理がなされた。

 アグリゲーター（特定卸供給事業者）における非化石価値の具体的な取り扱いについても、
今後整理予定。
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【参考11】 ①アグリゲーターライセンス要件

出所）2021年3月17日
第9回 持続可能な電力システム構築小委員会 資料1-1

 アグリゲーター（特定卸供給事業者）ライセンスの対象となる事業者を類型化し、規
模要件等が整理された。また、変更命令の基準（供給能力の確保、サイバーセキュリ
ティの確保）や届出内容等についても整理が行われた。

 特にサイバーセキュリティについては、組織体制の整備等に加え、トレーニングプログラムの
活用等も期待される。
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【参考12】②FIP電源と他電源の同一BG組成の許容

 FIP電源について、FIP電源以外の一般電源や他のリソースと一緒の発電BGを組成
することを認めることが整理された。

出所）2021年1月13日 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（第23回）
再生可能エネルギー主力電源化制度改革小委員会（第11回）合同会議 資料１ （赤枠部追記）
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【参考13】③FITからFIPへの移行の許容

 FIP 制度の下で長期的･安定的な電気供給を適切に実施できると認められる事業に
限り、FITからFIPへの移行を認めることとなった。

出所）2021年1月13日 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（第23回）
再生可能エネルギー主力電源化制度改革小委員会（第11回）合同会議 資料１ （赤枠部追記）
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【参考14】④大規模蓄電事業の位置づけ

 大規模蓄電池（系統用蓄電池）は、発電事業と位置付け、今後詳細を検討してい
くことと整理されている。

出所）2021年3月10日 第31回 電力・ガス基本政策小委員会 資料４
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【参考15】 ⑤機器個別計量の適用拡大

 特定計量の定義・要件及び具体例、特定計量に用いる計量器に係る基準、について、
整理がなされた。

 需給調整市場における機器個別計量については、引き続き課題の整理を進める。

出所）2021年2月10日 第3回特定計量制度及び差分計量に係る検討委員会 資料2-1


